
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

第２学年

第３学年

【現状】
○三鷹市の公共施設や地域の特色に関して
興味・関心をもち、意欲的に学習に取り組
むことができる児童が多い。
【課題】
○自分が知っている事柄や他の事象と比較
したり、関連付けたりして自分の考えを書
く力を高める必要がある。○学習課題に
沿って自分の考えや文章を書く際に、必要
な情報を取捨選択することが苦手な児童も
いる。

◎考えたり調べたりしたことを文章にまとめ、それを
伝え合う活動を多く取り入れることで、考えを比較し
たり、関連付けたりする習慣がつくようにする。
○地図帳や関連資料、ホームページの使い方や見方を
ICTも活用しながら視覚的に提示し、情報を的確に活用
できるように指導を工夫する。

第4学年

【成果】
○社会科見学や調べ学習を
通して、社会的事象への関
心を高めることができた。
○タブレット端末や資料を
活用し、自ら学び続ける姿
勢をもつことができた。

【課題】
○社会的事象と自分の生活
とを結び付けて考えること
には課題が見られる。自分
事として考えられるように
指導を工夫していくことが
必要である。

【現状】
○社会的事象に対して関心をもち意欲的に
学習に取り組むことができている。
○自分たちで課題を見出し、それを解決す
るために何をすべきかを考えようとしてい
る。
○調べ方やまとめ方を自分自身で選択しな
がら取り組むことができている。

【課題】
○資料の中から。必要な情報を取捨選択す
ることが難しい。
○自己調整しながら学習を進めていく中
で、何をするべきか分からず、また助けも
求めることができない児童も見られる。

◎考えたり調べたりしたことを、内容や構造を理解し
たうえで文章にまとめることができるようにする。事
前に例を挙げながら練習を重ね、最終的には自分の力
でまとめたり文章に書いたりできる児童を育てる。

○児童の「なんで？」や「どうして？」などの疑問を
引き出し、自分から学びたいと思える導入や学習問題
を設定する。

○学習に関連する資料をたくさん用意し、資料の読み
取りにも力を入れていく。

第5学年

【成果】
○学習用タブレット端末を
活用して、社会的事象につ
いて意欲的に調べようとし
ている。

【課題】
○「どうしてだろう」「次
はこれを知りたい」という
子どもの疑問や願いを大切
にした学習問題を設定し、
学習をすすめる。

【現状】
○学習用タブレット端末を活用し個人の課
題別調べ学習に意欲的に取り組んでいる。

○グループで課題を共有する活動に慣れ、
発表に向けてスライドや言葉でまとめる力
が確実に向上している。

【課題】
○様々な資料の中から、より適切なものを
選択することはまだ難しい。

◎子どもの願いを出発とした、課題を設定し、解決し
ていく学習の流れをつくり、主体的に課題解決を行え
るようにしていく。

○個人やグループで調べた課題を共有し学習問題をど
のようにまとめていくのかを工夫していく。

〇学んだことを整理して分かった課題について社会的
事象の発展について選択したり判断したりする場面を
設定し学習を深めていく。

第6学年

【成果】
○授業の中で学びを完結せ
ず、家庭学習につなげて学
びに向き合う児童が増え
た。

【課題】
○ある出来事について、何
とどうつながっているのか
を丁寧におさえる必要があ
る。

【現状】
○社会科の学習に非常に前向きに取り組ん
でいる。特に、歴史学習には高い興味を示
している。

○グループで課題を追究する活動に慣れ、
スライドや言葉でまとめる力が確実に向上
している。

【課題】
○問われていることと資料とを関連付けて
考える資料選択の力を向上させる必要があ
る。

◎グループ発表のときには、ただ調べたことを羅列す
るのではなく、要点を意識して伝えたり他のグループ
との違いを考えながら聞いたりする指導を行う。

◎一斉授業ではなく、児童が学びたいことや知りたい
ことを大切にした学習過程を考える。

○「なぜ？」という児童の疑問を引き出す発問や課題
設定を心掛ける。
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